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予
選
を
勝
ち
進
み
、
卓
球
・
サ
ッ
カ
ー

大
会
に
出
場
さ
れ
る
選
手
の
皆
さ
ん
の
激

励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

【
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
】

　

北
和
中
学
校
1
年　

竹た
け

中な
か　

宏ひ
ろ

旭あ
き

さ
ん

【
東
海
卓
球
選
手
権
大
会
】

　

小
島
小
学
校
3
年　

宮み
や

島じ
ま　

悠ゆ
う

羽は

さ
ん

【
8
人
制
岐
阜
U
─

10
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

　

揖
斐
川
F
C
ジ
ュ
ニ
ア

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん

　

ま
た
、
新
潟
国
体
や
世
界
バ
イ
ク
ト
ラ

イ
ア
ル
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
選

手
が
揖
斐
川
町
役
場
を
訪
れ
、
宗
宮
町
長

に
成
績
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
63
回
国
民
体
育
大
会
ト
キ
め
き
新
潟

国
体
】（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
）

少
年
女
子
団
体
フ
ル
ー
レ
の
部　

第
3
位

揖
斐
高
校　

3
年　

川か
わ

満み
つ　

千ゆ
き

乃の

さ
ん

揖
斐
高
校　

1
年　

川か
わ

村む
ら　

理り

紗さ

さ
ん

成
年
男
子
団
体
フ
ル
ー
レ
の
部　

第
4
位

揖
斐
高
校　

教
諭　

西に
し

脇わ
き　

一か
ず

徳の
り

さ
ん

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
総
合
順
位男

子
の
部　

優
勝

女
子
の
部　

優
勝

【
バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
世
界
選
手
権
大
会
】

プ
ッ
シ
ン（
7
〜
9
歳
）ク
ラ
ス　

優
勝

大
和
小
学
校
3
年　

林は
や
し　

稜
り
ょ
う

真ま

さ
ん

　

11
月
6
日（
金
）に
、
中
津
川
市
健
康
福

祉
会
館
で
、
平
成
21
年
度「
優
良
少
年
団

体
等
の
知
事
表
彰
」受
賞
式
が
あ
り
、
い

び
川
児
童
合
唱
団
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

い
び
川
児
童
合
唱
団
は
、
中
央
公
民
館
ま

つ
り
の
参
加
や
、
少
年
の
主
張
揖
斐
地
区

大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
合
唱
を

披
露
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
16
日（
金
）〜
18
日（
日
）の
3
日
間

に
わ
た
り
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
町
の

総
合
芸
術
祭「
ア
ー
ト
2
0
0
9
い
び
が

わ
」（
揖
斐
川
町
文
化
協
会
主
催
）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
協
会
員
や
委
嘱
・
一
般
公

募
の
作
品
が
数

多
く
展
示
さ

れ
、来
場
者
は
、

作
品
の
見
事
な

出
来
映
え
に
感

嘆
の
声
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

特
に
、
今
回
、

小
中
学
生
の
短

歌
・
俳
句
の
部

に
は
1
2
7
0

点
も
の
応
募
が

あ
り
、
世
代
を
こ
え
た
文
化
の
高
ま
り
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
17
日（
土
）に
は
、
舞
踊
・
邦
楽

な
ど
に
よ
る
芸
能
舞
台「
夢
を
舞
い
揖
斐

を
謳う

た

う
」―
錦
秋
を
寿こ

と
ほ

ぐ
―　

が
、
昼
と

夜
の
2
回
上
演
さ
れ
、
舞
踊
、
民
謡
、
民

踊
、
詩
吟
、
筝
曲
、
三
味
線
な
ど
の
邦
楽

各
部
門
各
団
体
に
よ
る
揖
斐
の
自
然
、
歴

史
、
伝
説
な
ど
を
主
題
と
し
た
創
作
舞
台

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
満
員
の
観
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

美
術
の
部
、
文
芸
の
部
で
は
、
審
査
が

行
わ
れ
、
上
位
入
賞
者
に
次
の
皆
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
美
術
展

町
展
賞　

洋　

画　

林　

早
登（
北
方
）

　

〃　
　

書　

道　

杉
田
昌
紀（
市
場
）

　

〃　
　

写　

真　

世
一　

勝（
大
垣
市
）

　

〃　
　

彫
塑
工
芸　

折
戸
勝
哉（
北
方
）

奨
励
賞　

日
本
画　

髙
橋
成
夫（
池
田
町
）

　

〃　
　

洋　

画　

窪
田
美
智
恵（
上
野
）

　

〃　
　
　

〃　
　

武
田
紀
子（
上
野
）

　

〃　
　

書　

道　

東
山
美
智
子（
大
野
町
）

　

〃　
　
　

〃　
　

須
原
春
子（

永
）

　

〃　
　

写　

真　

吉
岡
史
郎（
神
戸
町
）

　

〃　
　
　

〃　
　

高
間
昭
人（
三
輪
）

　

〃　
　
　

〃　
　

石
川
大
訓（
瑞
穂
市
）

　

〃　
　
　

〃　
　

杉
山
紀
美
子（
大
野
町
）

　

〃　
　
　

〃　
　

大
河
達
夫（
海
津
市
）

　

〃　
　

彫
塑
工
芸　

河
瀬　

武（
福
島
）

　

〃　
　
　

〃　
　

吉
田
良
策（
大
垣
市
）

■
文
芸
展

特　

選　

俳　

句　

小
胎
洋
子（
清
水
）

　

〃　
　
　

〃　
　

服
部
保
子（
極
楽
寺
）

特
選（
天
）　

川　

柳　

牧
村
輝
男（
北
方
）

生 涯 学 習 の 広 場

各
種
大
会
へ
の
出
場
・
入
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

優
良
少
年
団
体
等
の

知
事
表
彰
を
受
賞
！

「
ア
ー
ト
2
0
0
9
い
び
が
わ
」

盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

多くの皆さんが来場されました
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10
月
3
日（
土
）、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資

料
館
で
、
中
秋
の
名
月
に
ち
な
ん
だ
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
徳
山
村
か
ら
移
築
さ
れ
た
か
や
ぶ
き

民
家
内
で
、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
の

高
橋
館
長
よ
り
民
家
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
5
台
の
天
体
望
遠
鏡
で
月
の
ク
レ
ー

タ
ー
や
木
星
の
縞
模
様
を
観
察
し
ま
し

た
。
続
い
て
民
家
内
で
月
や
星
に
ち
な
ん

だ
オ
カ
リ
ナ
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
楽
し
み

ま
し
た
。
晴
天
に

恵
ま
れ
、
民
家

い
っ
ぱ
い
の
参
加

者
は
、
古
民
家
と

星
、
音
楽
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

満
喫
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
3
期

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
教
室
」・「
ラ
ク
ラ
ク
健
康
づ
く
り
教
室
」

の
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り
を

し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
町
内

各
地
の
農
具
や
生
活
道
具
を
展
示
す
る
と

と
も
に
、
全
国
各
地
か
ら
収
集
し
た
特
色

あ
ふ
れ
る
蓑み

の

を
展
示
す
る
特
別
企
画
展
を

開
催
中
で
す
。
こ
の
展
示
に
合
わ
せ
て
、

講
演
会
と
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
演
会　
「
昔
の
人
た
ち
の
手
技（
民
具

に
み
ら
れ
る
芸
術
）」

・	

講
師　

脇
田
雅
彦
氏（
揖
斐
川
町
文
化

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
日
本
民
具
学
会
・
日

本
民
俗
学
会
）

・	

日
時　

12
月
20
日（
日
）13
時
30
分
〜

・	

定
員　

50
人

・	

参
加
費　

無
料

■
草
履
作
り
体
験

・	

講
師　

牧
村
三
男
氏（
北
方
在
住
）

・	

日
時　

12
月
6
日（
日
）13
時
30
分
〜

・	

定
員　

20
人

・	

参
加
費　

無
料

◎
講
演
会
、
草
履
作
り
体
験
と
も
に
、
揖

斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

℡
2
2
─
5
3
7
3

☆
大
和
公
民
館

《
し
め
縄
教
室
》

◆
日
時　

12
月
6
日（
日
）13
時
30
分
〜

◆
場
所　

大
和
公
民
館

☆
北
方
公
民
館

《
し
め
縄
教
室
》

◆
日
時　

12
月
13
日（
日
）9
時
〜

◆
場
所　

北
方
公
民
館

　

持
ち
物　

ペ
ン
チ
、タ
オ
ル
、ハ
サ
ミ

☆
清
水
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
教
室
》

◆
日
時　

12
月
12
日（
土
）13
時
〜

◆
場
所　

清
水
公
民
館

☆
小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級

「
サ
ン
タ
が
お
じ
ま
に
や
っ
て
く
る
」》

◆
日
時　

12
月
22
日（
火
）10
時
〜

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
し
め
縄
教
室
》

◆
日
時　
　

12
月
19
日（
土
）9
時
〜

◆
参
加
費　

100
円

◆
場
所　
　

小
島
公
民
館

☆

永
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
講
習
会
》

◆
日
時　

12
月
6
日（
日
）9
時
〜
12
時

◆
場
所　

永
公
民
館

《
餅
花
作
り
講
習
会
》

◆
日
時　

12
月
13
日（
日
）

13
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

永
公
民
館

☆
坂
内
公
民
館

《
第
4
回
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
》

◆
日
時　

12
月
6
日（
日
）

9
時
30
分
〜
12
時

◆
場
所　

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

《
そ
ば
打
ち
教
室
》

◆
日
時　

12
月
20
日（
日
）9
時
〜
12
時

◆
場
所　

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

生 涯 学 習 の 広 場

教室名 曜日・日時 対　象 参加費

レディース
フィットネス

毎週金曜日
10時〜11時30分

20歳以上
60歳未満の女性 4,000円

ラクラク
健康づくり

毎週木曜日
13時30分〜15時 60歳以上の男女

4,000円
65歳以上は
3,000円

■申込期間　12月8日（火）〜12月18日（金）　9時〜17時
■申込場所　揖斐川健康広場
■開催日程　1・2・3月（全10回）
■募集定員　各教室　20人（定員になり次第締切ります。）
■参 加 費　上記記載の参加費
　　　　　　（お申込時に参加費・印鑑をお持ちください。）
※詳しくは健康広場までお問い合わせください。℡21-3100

「
中
秋
の
名
月
と
音
楽
の
夕
べ
」を

開
催
し
ま
し
た
！

特
別
企
画
展
に
あ
わ
せ
て

　
講
演
会
・
草
履
作
り
体
験
を

開
催
し
ま
す

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

公
民
館
活
動

　中央公民館
　　  ギャラリープチ

●第5回老人クラブ作品展
　12月1日〜12月6日
　（揖斐地区老人クラブ協議会）

●ぎふ水土里展示会
　12月9日〜12月17日
　（揖斐農林事務所）

●小盆栽展
　12月19日〜12月27日
　（盆栽会）
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〜
谷
汲
小
学
校
〜

　

谷
汲
小
学
校
で
は
、「
ふ
る
さ
と
谷
汲

に
学
ぶ
」を
大
テ
ー
マ
に
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

3
年
生
以
上
の
学
年
が
、自
然
や
環
境
、

人
と
の
か
か
わ
り
を
テ
ー
マ
に
し
て
体
験

を
重
視
し
た
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

6
年
生
の
学
習
の
一
端
を
紹
介
し
ま

す
。
谷
汲
は
、「
谷
汲
山
華
厳
寺
」「
両
界

山
横
蔵
寺
」な
ど
の
歴
史
的
文
化
遺
産
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
谷

汲
踊
」が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、6
年
生
は
、

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
、「
ふ
る

さ
と
谷
汲
の
歴
史
と
文
化
」を
題
材
に
し

て
、
地
域
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
「
谷
汲
踊
の
伝
承
」の
た
め
に
、
児
童
は

地
域
の
谷
汲
踊
保
存
会
の
方
々
か
ら
指
導

を
受
け
、
一
学
期
か
ら
一
生
懸
命
、
練
習

に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、

そ
の
成
果
を

「
運
動
会
」や

「
谷
汲
も
み

じ
ま
つ
り
」

で
披
露
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
用

〜
春
日
小
学
校
〜

　

春
日
美
束
に
あ
る
3
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
貝
原
棚
田
が
岐
阜
の
棚
田
21
選
に
選
ば

れ
、
そ
の
棚
田
に
あ
る
一
本
杉
の
絵
が
以

前
か
ら
校
長
室
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
貝
原
棚
田
は
ふ
る
さ
と
春
日
を

象
徴
す
る
場
所
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、春
日
公
民
館
や
山
菜
の
里
い
び
、

美
束
寺
本
地
区
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
棚
田
で
の
体
験
活
動
を
全
校
あ
げ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

〔
貝
原
棚
田
で
の
田
植
え
〕

　

5
月
下
旬
、
大
勢
の
地
域
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
な
が
ら
、
全
校
で
田
植
え
体

験
と
ひ
ま
わ
り
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し

た
。
初
め
て
棚
田
を
訪
れ
る
子
が
ほ
と
ん

ど
で
、
ふ
る
さ
と
春
日
に
こ
の
よ
う
な
美

し
い
棚
田
が

あ
る
こ
と
に

驚
い
て
い
ま

し
た
。
高
学

年
以
外
は
田

植
え
も
初
体

験
で
土
の
ヌ

ル
ヌ
ル
感
や

あ
た
た
か
さ

を
肌
で
感

じ
、
何
気
な

く
食
べ
て
い

の「
シ
ナ
イ=

鳳
凰
の
羽
を
か
た
ど
っ
た
も

の
」と「
太
鼓
」を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
重

さ
は
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
シ
ナ
イ
」の
縦
の
長
さ
は
、3
メ
ー

ト
ル
に
も
な
り
、
風
が
吹
け
ば
、
そ
の
重

み
は
2
倍
近
く
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
児
童

は
、
練
習
中
に「
シ
ナ
イ
」を
思
う
よ
う
に

扱
え
な
か
っ
た
り
、「
太
鼓
」が
合
わ
な

か
っ
た
り
し
て
、
何
度
も
弱
音
を
吐
き
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
存
会
の

人
た
ち
の「
伝
統
を
伝
え
る
」と
い
う
熱
い

思
い
や
生
き
方
に
触
れ
る
中
で
、
児
童
は

「
伝
統
を
引
き
継
ぐ
」と
い
う
気
持
ち
を
高

め
、「
文
化
の
重
み
と
誇
り
」を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
歴
史
あ
る「
伝
統

芸
能
」を
伝
承
し
て
い
く
活
動
は
、
文
化

や
伝
統
を
守
り
、
大
切
に
す
る
心
を
育
て

る
こ
と
に
つ
な
が
る
価
値
の
あ
る
学
習
で

す
。
郷
土
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち

が
、
い
つ
ま
で
も
児
童
の
心
に
残
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

る
お
米
一
粒
の
あ
り
が
た
み
を
再
認
識
で

き
ま
し
た
。

〔
稲
刈
り
体
験
〕

　

9
月
の
下

旬
、
ノ
コ
ギ
リ

か
ま
を
全
校
児

童
が
持
っ
て
、

稲
刈
り
体
験
や

7
段
に
積
み
上

げ
た
稲
架
か
け

を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
植

え
た
苗
が
稲
と
な
っ
て
実
り
、
刈
り
入
れ

が
で
き
る
喜
び
と
同
時
に
、
地
域
の
方
々

が
テ
キ
パ
キ
と
作
業
さ
れ
る
姿
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
は
水
の
管
理
や
草

取
り
な
ど
多
く
の
作
業
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
こ
と

に
感
謝
の
気
持
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
9
月
最
後
の
日
曜
日
に
は
、

地
域
主
催
に
よ
る
棚
田
で
の
体
験
活
動
が

あ
り
、餅
つ
き
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
っ

て
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
む
姿
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ふ
る
さ
と
春
日
の
地
に
は
、
ス
キ
ー
場

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ふ
る
さ
と
春
日
の
地

を
い
つ
ま
で
も
愛
し
大
切
に
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

方
々
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

「
ふ
る
さ
と
谷
汲
に
学
ぶ
」

3
0
0
年
前
か
ら
あ
る貝原

棚
田


